
 
２０１１年１月１９日 

 

２０１０年度第３四半期（１０月～１２月）のトピックスをご案内します。 

 

１．２０１０年９月中間期 決算概況について 

 当社は、１１月１９日に平成２２年９月中間期における決算発表を行いました。政府のエコカ

ー補助金で新車販売が増加するなど自動車保険や自賠責保険の販売が回復し、当社は、正味収

入保険料で増収を確保しました。また、経営統合に伴うコスト負担が発生し、中間純利益は減

益となりました。 

（単位：億円） 

 （参考）３社合算値
平成 21 年 9 月

中間期 

 

平成 22 年 9 月

中間期 
比較増減 増減率（％）

正味収入保険料 １２，７５１ １３，００５ ２５４ ２．０

経常利益 １，１６３ ７０５ ▲４５７ ▲３９．４

中間（当期）純利益 ７７５ ４００ ▲３７４ ▲４８．３

 

２．２０１０年１０～１２月の三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保の営業概況（単純合算） 
＊速報ベース、傷害・一般計には長期医療を含む 

新車販売減などの影響により、一般計では０．８％の減収となりました。 

 （金額単位：百万円） 

第３四半期（１０～１２月） 年度累計（４～１２月） 
種目名 

収入保険料 増収率（％） 収入保険料 増収率（％） 

自動車 ２９７，０９５ ０．６％ ８８７，１９３ １．８％ 

自賠責  ６３，７５０  ▲６．１％ ２０３，１９９ ▲０．７％ 

火災  ９９，２３９ ▲８．１％ ２８４，３５１ ▲４．７％ 

傷害  ４８，３５５ ３．１％ １５１，７０２ ３．８％ 

新種  ７０，０６５ ５．７％ ２２８，０８３ ０．７％ 

海上  ２２，１７６ ５．５％  ７５，７５０ ３．１％ 

一般計 ６００，６８０ ▲０．８％ １，８３０，２７８ ０．６％ 

 

３．主なニュースリリース（２０１０年１０月～１２月） ※カッコ内はニュースリリースの日付 

 

（１）ＭＳ＆ＡＤホールディングス 

 ①グループの統合・再編 

 

○「あいおいニッセイ同和損害保険株式会社」が発足（１０月１日） 

１０月１日付で、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ傘下のあいおい損保とニッセイ同和

損保が合併し、新会社「あいおいニッセイ同和損害保険株式会社」として新たにスタートし

ました。今後、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの中核損害保険会社の１つとして、グ

ループ企業価値の向上を追求していきます。 

 

 

 



  ○三井住友海上きらめき生命とあいおい生命の合併に関する基本事項について（１１月１９日） 

２０１１年１０月１日の三井住友海上きらめき生命とあいおい生命の合併について、合併新会

社の基本事項が決定しました。 

商  号 ：三井住友海上あいおい生命保険株式会社 

英文名称 ：Mitsui Sumitomo Aioi Life Insurance Company, Limited 

存続会社 ：三井住友海上きらめき生命保険株式会社 

本店所在地：東京都中央区日本橋 

 

○三井住友海上メットライフ生命の完全子会社化（１０月２９日） 

および商号変更について（１２月２７日） 

 当社は、メットライフ社との合弁会社である三井住友海上メットライフ生命について、メッ

トライフ社の子会社であるメットライフ・ワールドワイド社との間で株式取得契約を締結し、

関係当局の認可等を前提として、三井住友海上メットライフ生命を当社の完全子会社としま

す。社名（商号）については、２０１１年４月に「三井住友海上プライマリー生命保険株式

会社」へと変更します。 

  

 ○関連事業会社の統合・再編について（１０月１日） 

当社は、グループ傘下の関連事業会社の統合・再編の一環として、三井住友海上、あいおい

損保、ニッセイ同和損保の傘下にあった総務・不動産事業会社５社を合併しました。また、

あいおいニッセイ同和損保の発足にともない、それぞれの子会社であった損害調査事業会社

２社、直営代理店事業会社２社も合併しました。関連事業会社の統合・再編により、共通機

能を持つバックオフィス業務のシェアード（共有）化を加速し、コスト削減などによるグル

ープの収益力向上を目指します。 

 

 ②環境・社会貢献 

 

○社員の環境取組みを金額換算 環境ＮＰＯへ２００万円寄付（１１月１６日） 

当社は、グループ会社の社員を対象とした環境啓発活動「ＭＳ＆ＡＤエコ smile」の２００９

年度実績を金額換算し、１０月および１１月に総額２００万円を１０の環境関連ＮＰＯ団体

へ寄付しました。地球にやさしいエコライフと、人にやさしい社会貢献の実践を目的とした

「ＭＳ＆ＡＤエコ smile」には、１年間で延べ４万３,２３６名の社員が参加しました。 

 

○奄美地方豪雨災害被災者への義援金について（１２月１５日） 

当社は、被災者の方々の支援を目的に、グループ各社の社員から義援金を募り、２，４４６

名の社員から約２６５万円の義援金が集まりました。また、災害時義援金マッチングギフト

制度により、社員からの義援金額に対し、同額を会社が拠出することで、総額約５３０万円

を被災地義援金寄付窓口を通じて寄贈しました。 

 

○チャリティーカードで世界の紛争・被災地域の子どもたちを支援（１１月１２日） 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの社会貢献団体「ＭＳ＆ＡＤ スマイルハートクラブ」

と特定非営利活動法人 子供地球基金は、子どもの絵でチャリティーカードを作成し、その販

売収益でセルビアのＮＧＯ「ベターウエイ」の活動を支援しています。また、クロアチア、

ベトナム、カンボジアにおいて、子供地球基金が運営するキッズ・アース・ホームでの活動

を支援しています。毎年、カード収益金の一部で世界の紛争・被災地の子どもたちを対象に

アートワークショップ（心の傷を癒す目的で絵を描く活動）を開き、描かれた絵で翌年のカ

ードを作成しています。 

 

（２）グループ各社 

①商品・サービス 

 

○火災保険募集システム「ネットｄｅ保険＠るーむ」を開発（１１月１５日） 

  三井住友海上と大東建託は、賃貸住宅居住者向け火災保険のインターネット募集システム 

「ネットｄｅ保険＠るーむ」を共同開発し、１０月より募集を開始しました。「ネットｄｅ保

険＠るーむ」は、大東建託の物件データをクラウドコンピューティングで保管させた上で、

火災保険契約に必要な情報を自動的に取り込み、すべての保険契約手続きをインターネット

上で完結できるようにした業界初の画期的な募集システムです。 



 ○「ＧＫ クルマの保険」がエコマーク認定を取得（１２月２４日） 

三井住友海上は、１２月２４日付で「ＧＫ クルマの保険」（家庭用・一般用）においてエコ

マーク認定を取得しました。エコマークは、環境への負荷が少ないなど、環境保全に役立つ

商品やサービスを対象としていますが、保険商品をはじめ金融商品での認定は初めてとなり

ます。広く社会に普及している自動車保険がエコマーク認定を受けることで、社会全体の環

境負荷の軽減が期待されます。 

 

○収入保障系商品について、 

特設サイト「家族を守る保険がたのしくわかる！」を開設(１２月２日) 

三井住友海上きらめき生命は、保障の考え方や収入保障保険のしくみについて、物語や映像   

を通じて「ま☆じーん」をはじめとするキャラクターが解説する「家族を守る保険が楽しく  

わかる！」サイトをホームページ上に開設しました。 

 

○「新契約事務プロセス改革」を開始(１２月２８日) 

三井住友海上きらめき生命は、お客さまサービス向上の取組みとして、申込書作成機能と申

込手続後に申込内容を再チェックする機能を備える販売支援システム「きらめきＮａｖｉオ

ンライン」と、営業拠点で申込書・添付書類をスキャナ入力、本社にデータ送信することで、

申込書到着前に本社で事務処理が可能となるシステム「イメージワークフロー」を基盤とし

た「新契約事務プロセス改革」を１１月から本格的に開始しました。８月からの試行では証

券作成日数を１．５日短縮（９月前年同月比）しています。 

 

②リスク関連事業 

 

○企業の健康活動支援プログラムを開発（１１月１５日） 

三井住友海上は、インターリスク総研、日本医療データセンターと共同で、健康活動支援プ

ログラムＥＰＩＰ（Employee Performance Investment Program）を開発しました。企業の従

業員に対する健康増進策の重要性が増しているにもかかわらず、企業や従業員は、健診結果

やレセプトなど健康に関わる情報を活用できていないのが現状です。本プログラムの提供に

より、健康関連のデータ資源を有効に活用し、組織や個人の疾病の傾向や課題を把握・分析

することによって、企業の効率的かつ効果的な健康増進策を支援します。 

 

 ○クラウドコンピューティングを活用したＢＣＰ策定コンサルティングを開始（１０月１４日） 

インターリスク総研とインターネットイニシアティブ（略称：ＩＩＪ）は、大規模災害等に

備え、クラウドコンピューティング（以下、クラウド）を活用した「事業継続コンサルティ

ングサービス」の提供を開始しました。本サービスは、インターリスク総研のＢＣＰ（事業

継続計画）策定コンサルティングとＩＩＪのクラウド技術を融合させることで、企業のＢＣ

Ｐ策定に際し、クラウド化によるバックアップサーバーなどのシステムコストの軽減とより

実効性のあるＢＣＰの策定が可能となりました。 

 

○第４回国内上場企業の新型インフルエンザ対策実態調査を実施 

～企業の新型インフルエンザ対策が急増～（１１月１５日） 

  インターリスク総研は、国内全上場企業３，５８７社に対し、新型インフルエンザ対策にお

ける実態調査を実施しました。調査によると、新型インフルエンザ対策を実施している企業

は７９．８％となり、２００８年６月に実施した同調査結果（９．８％）と比較し、わずか

２年間で８倍以上に急増しました。２００９年８月に実施した前回調査（６３．１％）と比

較しても、１５％以上増加しています。また、「現在対策を策定中・策定予定あり」の企業

は、９１．８％となり、広く企業が対策を進めている実態が判明しました。 

当社グループでは、今後も新型インフルエンザをはじめとした感染症対策の一層の普及と企

業ごとの実態に即した調査研究を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 



③環境・社会貢献活動 

 

○生物多様性保全取組みを中心とした地域貢献活動を全国で実施（１０月１５日） 

あいおいニッセイ同和損保では、１０～１１月を『感謝の月(地域の皆さまおかげさまで！)』

として、地域社会への貢献活動を全国各地にて実施しました。今年度は、｢生物多様性の保全

取組み｣を中心に、例年実施している「世界遺産の熊野古道の清掃および浮石の整備」「代々

木公園クリーンアップ活動」をはじめ、江ノ島（神奈川）や大洗海岸（茨城）でのビーチク

リーン活動など工夫を凝らした取組みを実施しました。 

 

○Ｗｅｂ約款のご利用件数に応じて環境保護団体への寄付を開始（１２月２９日） 

あいおいニッセイ同和損保は環境保護活動の一環として、Ｗｅｂ約款を導入し、紙資源の節

約を推進しています。Ｗｅｂ約款の選択件数は新会社スタート時の１０月より累計で６０万

件（Ｗｅｂ約款選択率：３１％）を突破しました。（２０１０年１２月末現在）今般、Ｗｅ

ｂ約款の選択件数に応じて、内外で森林保全活動を行っている「more trees」および地域に

密着した環境保護活動を行っているＮＰＯ団体へ寄付を行います。 

 

④その他 

 

○「ＧＫ」新テレビＣＭの放映を開始～大怪獣ガメラが「ＧＫ」に嫉妬？～（１１月１０日） 

三井住友海上は、１１月１３日（土）から全国で、個人向け商品の共通ブランド「三井住友

海上のＧＫ」の新テレビＣＭ「ＧＫ ガメラ篇」を放映しました。引き続き「さまざまなリ

スクからお客さまを守る」をコンセプトに、今回はイメージキャラクターを務める堀北真希

さんと大怪獣ガメラが登場しました。保険商品「ＧＫ」の存在により、みんなを危険から守

ってほしいという依頼が減っているガメラが、「ＧＫ」と堀北さんに嫉妬するというユーモラ

スな内容でした。 

 

○社団法人 日本能率協会主催 能力開発優秀企業賞 本賞を受賞（１２月７日） 

あいおいニッセイ同和損保は、社団法人日本能率協会が主催する「２０１０年度（第２３回）

能力開発優秀企業賞」の本賞を保険会社として初めて受賞しました。産業界の能力開発活動

の促進を目的としたこの賞は、能力開発活動を通じて、企業の体質が改善・強化された企業

を表彰するものです。保険会社の社員として必要な基礎知識を幅広く習得することを目的と

した「全社員マスタープログラム」など、「お客さまに一番身近な保険会社」の実現に向けた

人財育成が評価されました。 

 

○三井住友海上福祉財団 

２０１０年度「研究助成」および「三井住友海上福祉財団賞」を決定（１１月１６日） 

三井住友海上福祉財団は、２０１０年度の研究助成として３２件を決定し、１１月１７

日に助成金贈呈式を開催しました。また、優れた著作･論文に対し贈呈する「三井住友海

上福祉財団賞」として論文２点も同日表彰を行いました。研究助成は「交通安全等部門」

「高齢者福祉部門」の２部門で総額３，１７０万円の助成を決定しました。また、２０

０７年度より開始した海外（シンガポール、タイ）における研究助成では、８件に対し

て助成を決定しました。「三井住友海上福祉財団賞」の論文２点も含めると、今年度は、合

計４２件、総額３，６５０万円の助成となりました。これにより、同財団の助成実績は、累

計で総件数１，６８５件、総金額２０億５，４６９万円となりました。今後も、交通社会の

健全な発展、高齢社会の福祉増進に積極的な支援を行っていきます。 

 


